
 

株式会社よしなが 

感染対策のための指針 

制定 令和 6 年 3 月 

１ 本指針の作成の目的（基本的考え方） 

感染等防止に留意し、感染等発生の際にはその原因の速やかな特定、制圧、終息を図ること

は、施設にとっては安全対策上及び利用者へのサービスの質を保つ上に重要である。 

感染等防止対策を全職員が把握し、安心、適切な介護・医療の提供ができるように本指針を

作成する。 

 

２ 感染症及び食中毒の予防及びまん延の防止のための体制 

感染症及び食中毒の予防及びまん延の防止対策を推進するため、感染対策委員会を設置し

ます。なお、本委員会の運営責任者は代表取締役とします。 

 

１）委員会の構成メンバー 

    委員長は代表取締役とし、その他の委員は、別表のとおりとします。 

２）委員会の開催 

 感染防止対策委員会は、年に１回(3 月)以上、必要な都度委員長が招集します。 

３）委員会の実施内容 

災害対策委員会の議題は、委員長が定めます。 

具体的には、次のような内容について協議するものとします。 

〇委員会その他事業所内の組織に関すること。 

 〇感染対策指針の整備に関すること。 

 〇感染防止対策研修及び訓練に関すること。 

 〇BCP（感染症）計画の見直しに関すること。 

 

３ 職員の研修及び訓練に関する基本方針 

１）感染防止対策の基本的考え方及び具体的対策について、職員に周知徹底を図ることを

目的に実施する。 

２）新規職員採用時に必ず感染防止対策研修を実施する。 



３）研修は年１回以上全職員を対象に開催する。また必要に応じて随時開催する。 

４）施設内に感染症が発生した場合に備えた訓練（BCP シミュレーション）を年１回以

上実施します。 

５）研修の実施内容については、研修資料、実施概要、出席者等を記録し、電磁的記録等

(ケアコラボ)により保存します。 

 

４ 感染症及び食中毒が発生した時の対応に関する基本指針 

感染症対策マニュアル・BCP（感染症）に従い、職員及び入居者又は利用者の安全確保を第

一にしつつ、可能な限りサービスの提供維持に努めることとする。 

 

５ 本指針の閲覧に関する基本方針 

指針は公表し、利用者、家族、職員等がいつでも自由に閲覧することができる。 

 

以上 

 

 

 

 

（付則） 

この指針は、令和 6 年 3 月 1 日から施行します。 

 

更新等履歴 

履歴 日付 内容 

更新 令和 6 年 3 月 28 日 虐待対策委員会 委員名簿 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 


